












く。そんな中，近年 Global Positioning System
（以下，GPS）を活用し，試合やトレーニング場
面での選手のパフォーマンス分析を行っている事
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2020 プレーオフの 1 試合，2020 年度千葉県大学






























感染症の影響により 8 月〜11 月の間の 4 ヶ月間





さらに 2 週間後に開幕したリーグ戦では第 1 節か
ら 4 節まで敗戦が続いたが，5 節から 8 節までの
4 試合で 2 勝 1 敗 1 分だった。
　全体を通してみるとトーナメント戦，リーグ戦
前半で結果が出なかった苦しいシーズンであっ








い走行距離だったのが 12,436 m（10 試合目）で，




であった。全体を通して，大体 10 km〜12.5 km
の間の走行距離であったが，平均値より高い数値
だった試合は 6 試合（4，7，8，9，10，11 試合
目）あり，低い数値だった試合は 5 試合（1，2，
3，5，6 試合目）だった。また平均値を上回った
6 試合中 5 試合が 7 試合目〜11 試合目のシーズン
後半の試合だった。全体の傾向をみると，少しず
つではあるが平均の走行距離が増加していったこ
とがわかる。また，4 試合目（9 月 13 日）から 5
試合目（10 月 4 日）の間には 3 週間の間が空い
た。そこで 1 試合目から 4 試合目のチーム平均と
5 試合目以降のチーム平均（図 2）の比較をした
ところ，1〜4 試合目の平均走行距離は 10,667m
で，5〜11 試合目の平均走行距離は 11,776m であ
り，両者に 10,000m 以上の差があった。
2-2）全試合フル出場選手の走行距離
　図 3，図 4 に，全試合フル出場したセントラル
ミッドフィルダー（以下 CMF）の I 選手とセン
ターバック（以下 CB）の S 選手の走行距離を示
表 1　2020年度シーズン・公式戦の試合成績
試合数 月日 大会名 対戦相手 スコア 勝敗
1 2020/8/9 千葉県大学選手権準決勝 城西国際大学 2-0 ○
2 2020/8/16 同決勝 明海大学 1-2 ●
3 2020/8/30 アミノバイタルカッププレーオフ 尚美大学 0-1 ●
4 2020/9/13 千葉県大学リーグ 1 節 明海大学 0-3 ●
5 2020/10/4 同 2 節 中央学院大学 0-1 ●
6 2020/10/11 同 3 節 城西国際大学 1-4 ●
7 2020/11/18 同 4 節 国際武道大学 2-3 ●
8 2020/10/25 同 5 節 明海大学 1-1 △
9 2020/11/1 同 6 節 中央学院大学 1-0 ○
10 2020/11/15 同 7 節 城西国際大学 3-1 ○




































































































体の平均値は 11,735m であった。また S 選手の
走行距離は最大値が 11,635m（7 試合目）で，最




した。サイドバック（以下 SB）は 11,486 m，CB
は 10,652 m，CMF は 11,308 m， サ イ ド ミ ッ ド
フィルダー（以下 SMF）は 11,319 m，フォワー
ド（FW）は 12,153 m であった。走行距離の多い
順に並べると最も多い走行距離だったポジション
は FW であり，2 番目が SB，3 番目が SMF，4
番目が CMF，5 番目が CB だった。
2-4）FW選手の比較
　本研究での 11 試合の中で，1 試合目から 6 試
合目の 6 試合では 4 人の選手が先発出場したが，
7 試合目から 11 試合目までの 5 試合では 2 人の
選手がずっと先発出場し続けた。そこで，両者の
走行距離の平均値を比較したものを図 6 に示し
た。その結果 1〜6 試合目に出場した 4 人の選手
の平均走行距離は 11,393 m に対し，7〜11 試合






































図 6　1～6試合目に先発した FWの走行距離と 7～11試合目に先発した FWの平均走行距離（m）
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GPS 計測器を用いた大学男子サッカー選手のパフォーマンス分析の有用性について 
















　本研究ではシーズン序盤では 10 km 程の平均


























3 名いた。その内の 2 名は同じ CB のポジション
であった。もう一人は CMF の選手であった。結
果では，CMF の I 選手と CB の S 選手の走行距
離のデータを示した。どちらの選手もチーム平均
に似た変化をしていて，8 月，9 月のシーズン序
盤の時期は 10,000 m 前後の走行距離だったの対
し，11 月のシーズン終盤の時期では S 選手は
11,000 m 以上，I 選手は 12,000 m 以上に増え，I






























14,000 m 以上の走行距離があり，トップ 10 の平
均でみても約 13,300 m であった。（J リーグ HP）
本研究での対象となった全選手の全試合における
走行距離をみても，13,000 m 以上の走行距離を
出した選手は，4 選手による 8 例であった。チー
ムの平均からみても本研究ではシーズンの前半で
は 10,000 m〜11,000 m 程だったものが，シーズ
ン後半では 11,000〜12,500 m 程に向上した。これ
はひとつの成果としてみることもできるが，大学
選手がプロのレベルに近付こうと考えるならば，


































示す通り，1 試合目から 6 試合目に出場していた
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